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広報よなご
元気に　楽しく　よなＧＯＧＯ体操！（福生西公民館で行なわれた「よなＧＯ体力測定会」）



米子市では、小学校給食調理場の施設整備に市民の皆さんの資金を活用させていただくため、住民参加型市場公

募地方債を発行します。

■発行額　米子市が発行する債券で、総額２億円発行します。
■募集期間　平成19年11月14日（水）～ 20日（火）（ただし土曜・日曜日は除く。）
■募集方法　先着順（総額２億円に達し次第終了します。）
■購入先（取扱金融機関）　山陰合同銀行、米子信用金庫、島根銀行の市内にある本支店、出張所の窓口
■購入できる方　・市内にお住まいか、市内に勤務されている満 20歳以上の個人の方
　　　　　　　　・市内に営業拠点などのある法人・団体など（任意団体は不可）

■購入できる額　お一人 10万円から、10万円単位で 100万円まで購入できます。
■価格　額面100円につき 100円
■券面　一般債振替制度に基づく発行となりますので、券面は発行されません。
　　　　債券は口座管理機関（公募債取扱金融機関）の口座で管理されます。

■期間・利率
５年満期で確定利率です。年２回（５月、11月）の利息や満期時（平成24年11月）の元金は、市がお支払いします。

利率は、直近に発行された５年もの利付国債等の利回りを参考に、11月９日に決定します。

決定した利率は「米子市ホームページ」、取扱金融機関の店頭などで公表します。

■発行日（利息の起算日）　平成19年11月30日（金）
■換金　満期日前に換金の必要が生じた場合は、一部の期間を除き取扱金融機関で換金ができます。「よなご市民債」の
　　　　価格は市場の実勢により毎日変動しますので、換金の時期によっては、購入時の価格を下回る（売却損が発生

　　　　する。）可能性があります。

■購入時の必要書類など
・預金通帳

・印鑑（通帳お届出印）

・個人の方…運転免許証、健康保険証など公的機関発行の証明書類

・法人等の方…登記事項証明書など公的機関発行の証明書類

・マル優、特別マル優をご利用の方は、確認のできるもの

＊購入時には、購入代金が必要です（購入先の金融機関にお持ちの預金口座からの振替となります）。

＊購入はご本人のみできます。代理の方の購入はできません。

●くわしくは「米子市ホームページ」などでお知らせします。

●上記の内容は、今後、変更することがあります。

※住民参加型市場公募地方債…地方債の一種で、市民のみなさまに市が事業を行うための資金の提供者となっていただくもの
　　　　　　　　　　　　　　　です。

■問い合わせ　・市役所財政課（☎２３－５３２２）
　　　　　　　・山陰合同銀行　お客様サービスセンター（☎０１２０－３１５－１８０）
　　　　　　　・米子信用金庫　業務管理グループ（☎３３－１２０５）
　　　　　　　・島根銀行　市場営業グループ（☎０８５２－２４－１２４１）
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米子市市民参画・協働推進計画
市民との協働によるまちづくりを目指して

　７月に策定した「市民参画・協働推進計画」をより多くの市民の皆さんにご紹介するために、９月号から４回にわたりお
知らせしています。今月は、「実践編」の内容について、くわしく皆さんにご紹介します。　

問い合わせ　協働推進課（２３－５３７３）

第３回　「市民参画・協働推進計画」（実践編）の概要

皆さん、こんにちは、ネギ子です。この「実践編」では、市民参画・協働を進めていくための具体的な取組として、12
の実践項目を定めています。では、ネギ太くん、説明よろしくね。

「実践編」の各項目についてボクが説明します。
「１．審議会・委員会での取組みの充実」では、市民の皆さんや学識経験者から広く意見を聴くために設置する審議会・
委員会の機能強化を目的に、委員の公募をより広い分野に広げること、委員以外からの市民意見を反映させる仕組みを作
ることとしています。
「２．市民意見公募手続（パブリックコメント）の充実」では、市民の皆さんから市政に対するご意見等をお寄せいただ
くために策定した市民意見公募制度の充実を目的に、この制度の周知・広報を行なうこと、制度の課題などを整理・検討
し改善することとしています。
「３．市政モニター制度の新設」では、登録した市民の皆さんから、日常生活の中で気がついた市政の問題点などについて、
意見・提案をしてもらう新たな仕組みを調査・研究することとしています。
「４．市民参画の視点での行政評価システムの構築」では、現在 ､市が行なっている政策、施策、事務事業などの行政活
動に対する評価に、市民意見を反映させる仕組みの検討を行なうこととしています。
「５．米子市福祉ボランティアセンターの充実」では、ボランティア団体などの活動を支援するために、米子市が委託し
ている米子市福祉ボランティアセンターの機能の充実を図ることとしています。
「６．市民活動支援の実施」では、ＮＰОや、さまざまな組織・団体が行なう市民公益活動に対して、まちづくり活動支
援事業による支援を行なうことや、市民提案型協働事業の制度化を検討することとしています。

ここからはボクが説明します。
「７．アダプトプログラムの推進」では、環境美化活動などを行なうアダプトプログラムについて、米子市独自の取組な
どを研究していくこととしています。
「８．コミュニティービジネスの検討」では、地域が必要としている物やサービスを、自らが事業を起こして提供する地
域密着型のコミュニティービジネスについて調査・研究することとしています。
「９．外部委員会の設置」では、市民の皆さんと行政の協働事業の推進と評価などを具体的に進めるための外部委員会の
設置について検討することとしています。
「10．市民参画・協働の意識を高める」では、行政職員の研修や、市民によるボランティア活動や取組などを広く紹介し、
より多くの市民の皆さんに活動にご参加いただけるように広報などを行なうこととしています。
「11．情報の共有化」では、市民参画・協働を推進していくために必要な市政情報を、「広報よなご」、「米子市ホームページ」、
ケーブルテレビ、文字放送などでお知らせする、また、市の担当者が地域に出向いて行なう「ふれあい説明会」の充実な
どを図ることとしています。

そして最後が、「12．自治基本条例の制定」です。
自治基本条例は、私たちが、この米子市のまちづくり（自治）を進めていくための最も基本的な考え方（理念）と、それ
を実現していくための具体的な取組、方法（行動原則）を定めた市の最高規範で、策定後は、これを基に市民が主役のま
ちづくりを進めていくこととなります。市民が主役というくらいですから、条例の策定にあたっては、市民による策定委
員会等を設置し、広く市民の意見を取り入れながら、市民と行政が協働で取り組んでいくことが必要となります。
さて、このコーナーも来月で最終の第４回目を迎えます。来月号では、この「自治基本条例」について、もう少しくわし
くご紹介していきます。では、ごきげんよう。



平成20年４月の保育所入所案内
～お申込みは 11月１日から～

■対象児童
　保護者が仕事、病気、出産、看護などのため、日中、家庭で保育ができない児童 ｡
　ただし、家庭で保護者以外の方が保育できるときは除きます。
■受付期間・場所
　１日 (木 ) ～ 30日 ( 金 ) の間の開所時間内に、入所希望保育所で受け付けします。
　なお、米子市外の保育所に入所を希望される場合は、児童家庭課に申し出てください。

※入所申込用紙は、１日 (木 ) から各保育所、市役所児童家庭課（本庁舎１階）、淀江支所福祉保健課でお渡しします。
　（ただし、土曜日は各保育所のみです。）
※申込みに必要な提出書類など、くわしくは入所申込用紙をお渡しするときにご説明します。

■保育所名・所在地・対象年齢等（定員については継続児を含む）

保育所名 所在地 電話番号
定員
（人）

対象年齢
空欄の園は生後１年以上から
小学校就学前まで

特別保育等
実 施 状 況
休日
保育

一時
保育

延長
保育

米
子
市
立

東 保 育 園 博労町 3-41 ２２－５６９５ 120 ○
西 保 育 園 錦町 3-92-7 ２２－５６９３ 120 ２歳から ○
南 保 育 園 陽田町 45 ２２－５６９７ 80 ○
す み れ 保 育 園 愛宕町 15-1 ２２－５６９１ 45
さ く ら 保 育 園 兼久 606-3 ２６－２６９２ 120 生後６週間から ○
彦 名 保 育 園 彦名町 4500-36 ２９－０８３５ 90
崎 津 保 育 園 大崎 1444 ２８－８３８１ 90
小 鳩 保 育 園 大篠津町 758-1 ２８－８２１０ 90 ○
富 益 保 育 園 富益町 628 ２８－８２２８ 90
夜 見 保 育 園 夜見町 1679-8 ２９－０９２７ 90
春 日 保 育 園 上新印 238 ２７－０８５０ 45
こ た か 保 育 園 尾高 566 ２７－１０２０ 60
あ が た 保 育 園 福万 363-4 ２７－１８８６ 90
ね む の 木 保 育 園 錦町 3-77 ３４－２６９５ 60 生後６週間から２歳未満まで ○
淀 江 保 育 園 淀江町淀江 480-3 ５６－３６７８ 90
大 和 保 育 園 淀江町中間 586-2 ５６－２２０３ 120 生後６か月から
宇 田 川 保 育 園 淀江町中西尾 224-2 ５６－２０８７ 45

私

立

聖 園 マ リ ア 園 東倉吉町 142 ３４－３０５４ 190 ○
仁 慈 保 幼 園 東町 456 ３４－３２６７ 120 生後６週間から ○ ○
わ か ば 園 加茂町 2-211 ２２－３７７４ 110 生後６週間から ○
か い け わ か ば 園 皆生温泉 2-8-47 ２２－３７７６ 110 生後６週間から ○
ゆ り か ご 保 育 園 皆生 6-4-21 ３３－２３６８ 35 生後６週間から３歳未満まで ○
あ ゆ み 保 育 園 両三柳 2406-3 ３３－８６１６ 60 生後６週間から４歳未満まで ○
保 育 園 ベ ア ー ズ 榎原 1889-6 ３９－７１００ 120 生後６週間から ○
の ぞ み 保 育 園 和田町 2002-1 ２５－１９１０ 20 生後６週間から３歳未満まで
い づ み 保 育 園 中島 1-10-55 ３３－８９８５ 110 生後６週間から ○
キッズタウン 24 かみごとう 両三柳 1400 ３０－０１１１ 120 ２歳から ○ ○ ○
キッズタウン 24第 2保育園 両三柳 1400 ３０－０１１１ 45 生後６週間から２歳未満まで ○
ひ ば り 保 育 園 上福原 5-13-78 ３３－６１６６ 90 生後６週間から ○ ○
え ん ぜ る 保 育 園 米原 1-9-32 ３３－１５７７ 30 生後６週間から３歳未満まで ○ ○

米
子
福
祉
会
立

巌 保 育 園 蚊屋 291-11 ２７－０８０６ 60 ○
五 千 石 保 育 園 八幡 715-1 ２６－０１３０ 90 ○ ○
福 生 保 育 園 上福原 2-2-1 ３３－５７０７ 120 生後６週間から ○
河 崎 保 育 園 河崎 394-3 ２９－４６３３ 120 生後６週間から ○
和 田 保 育 園 和田町 3271-6 ２８－８３１９ 60 ○
福 米 保 育 園 西福原 8-2-10 ３３－１６０４ 120 ○
成 実 保 育 園 石井 95-3 ２６－１８５５ 60 ○ ○
加 茂 保 育 園 両三柳 4612 ２９－４３２９ 120 ○
住 吉 保 育 園 旗ヶ崎 5-18-10 ２９－２９４７ 120 ○
車 尾 保 育 園 車尾南 1-13-13 ３２－２４５４ 90 ○

※入所申込書は、児童１人につき１つの保育所にしか提出できませんので、第１希望の保育所に提出してください。
※定員に満たない保育所では、受付期間後でも引き続き受け付けいたします。
※くわしくは、各保育所か児童家庭課 (☎２３－５１７７)にお問い合わせください。
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財政用語の解説
◆収益的収支
　水道事業の運営に伴う収入と、それに要した
　経費の収支。単年度での経営状況を示します。
◆資本的収支
　配水管の布設や更新、配水池の建設など、施設
　整備に要した経費と、それをまかなった財源の
　収入をいいます。

収益的収支資本的収支

その他
3億 137万円
（8.6％）

水道料金
32億 397万円
（91.4％）

その他
3億 9,566万円
（12.5％）

維持修繕費及び動力費
4億 1,177万円
（13.0％）

人件費
8億 9,947万円
（28.4％）

減価償却費及び支払利息
14億 6,173万円
（46.1％）

企業債
9,380万円
（29.4％）

工事負担金等
2億 2,512万円
（70.6％）

建設改良費
6億 4,832万円
（42.5％）

企業債償還金
8億 7,837 万円
（57.5％）

収入
35億 534万円

支出
31億 6,863万円

収入
3億 1,892万円

支出
15億 2,669万円

施設の維持管理やサービス業務費
28円 83銭（22.0％）

水道水を作るための費用
１㎥当たりの水の生産原価は

130円 97銭です。
（17年度全国平均 179円 74銭）

支払利息
24円 98銭（19.1％）

減価償却費等
38円 25銭（29.2％）

人件費
38円 91銭（29.7％）

維持管理費等
627 万円（38.9％）

総括業務費等
921万円（57.1％）

収益的収支資本的収支

減価償却費
64万円（4.0％）

預金利息等
100万円（5.2％）

工業用水道料金
1,840万円（94.8％）

長期貸付金戻入
1,000万円（100.0％）

収入
1,940万円
支出

1,612万円

収入
1,000万円
支出
0万円

平成18年度企業会計
平成18年度の企業会計（上水道事業、工業用水道事業）の決算がまとまりましたのでお知らせします。



平成20年度 税制改正のお知らせ
■問い合わせ　課税課市民税係（TEL２３－５１１４）

地震保険料控除の創設（損害保険料控除は廃止されます） 
①　所得税、市県民税において、地震保険料等の金額が控除されます。
所 得 税･･･地震保険契約に係る保険料等の全額（最高５万円）
市県民税･･･地震保険契約に係る保険料等の金額の２分の１に相当する金額（最高２万５千円）

②　経過措置として、平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契約等の保険料などは、従前の損害保険料控除を
　　適用します。（市県民税は最高１万円　、所得税は最高１万５千円）
③　①と②の両方を適用する場合は、市県民税は最高２万５千円、所得税は最高５万円となります。
　《平成19年分以後の所得税、平成 20年度分以後の市県民税について適用》

住宅借入金等特別控除の減少額相当分が市県民税から控除されます
　住宅借入金等特別控除は所得税にのみある制度でしたが、税源移譲により所得税が減少した結果、控除限度額が所得税
額を超えてしまい、控除しきれなくなる場合があります。所得税の税額が下がったことにより所得税から控除されなくなっ
た住宅借入金等特別控除を市県民税で控除することができます。
　《平成20年度分から平成28年度分の市県民税について適用》
対象者･･･ 平成11年から平成18年末までに入居した方 
※対象者は、その年の３月15日（平成20年は３月17日）までに、１月１日現在の住所地である市区町村に申告する必要が
　あります。なお、所得税の確定申告をする方は、税務署を通して申告しても構いません。

所得変動があった方について経過措置が適用されます 
　平成19年度分の市県民税に限り改正前の税率で計算し直すという経過措置が設けられています。
対象者･･･平成19年度分の市県民税の課税所得金額（申告分離課税分を除く）から所得税との人的控除額の差の合計額を控
除した金額がある方で、平成20年度の市県民税の課税所得金額（申告分離課税分を含む）から所得税との人的控除額の差の
合計額を控除した金額がない方

次の (1) 及び (2) を同時に満たす方
(1) 平成 19年度住民税課税所得金額 (分離課税除 )　＞　所得税との人的控除額の差の合計額
(2) 平成 20年度住民税課税所得金額 (分離課税含 )　≦　所得税との人的控除額の差の合計額

計算方法･･･平成19年度の合計課税所得金額について、税源移譲後の税率を適用し、調整控除を行った後の税額から、税源
移譲前の税率を適用した税額を差し引いた額を減額します。なお、すでに納入済みの場合は還付します。
※対象者は、平成20年７月１日から平成20年７月31日までの間に、平成19年１月１日現在の住所地である市区町村に
申告する必要があります。

配当割額または株式等譲渡所得割額の控除における割合の変更 
　配当割額または株式等譲渡所得割額の控除における割合が税源移譲後の市民税６％、県民税４％の割合にあわせて改正さ
れます。なお、市民税と県民税の合計の税率は変わりません。

改正前 改正後
配当割または株式等譲渡所得割額の
控除における割合

市民税２／３
県民税１／３

市民税３／５
県民税２／５

 年末調整説明会を開催します
会社や法人など源泉徴収義務者の方を対象とした、平成 19年分の「年末
調整説明会」を 11月に開催します。都合の良い開催日にご来場ください。
駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関を利用ください。

16日（金） 日南町総合文化センター（日南町霞）
19日（月） 保健福祉センターなわ（大山町御来屋）
20日（火） 米子コンベンションセンター（末広町）
21日（水） 江府町防災・情報センター（江府町江尾）
22日（木） 境港市文化ホール（境港市中野町）

　■時間はいずれも、午後１時30分～３時30分です。
　■問い合わせ　米子税務署（☎３２－４１２１）

住民税や所得税などの
申告相談

　来年の住民税や所得税等の申告相談を、
今年と同様に米子税務署と合同で実施し
ます。
と き
平成 20年２月１日（金）～３月 17日（月）
ところ　米子コンベンションセンター
■問い合わせ
課税課市民税係（☎２３－５１１４）
米子税務署（☎３２－４１２１）



葬祭助成制度のお知らせ
葬儀を執り行なうことが困難な方を対象に葬儀費用の一部を助成します

■助成対象者　市が指定する民間の葬祭業者（協力事業者）に依頼して、自宅、寺院、地域の集会所などで 137,000 円
　　　　　　　以下の葬儀を執り行なう方。
■助成の要件　１　葬儀を執り行なう方または亡くなられた方が市内に住所を有すること。
　　　　　　　２　次の方すべてが住民税非課税であること。
　　　　　　　　　・亡くなられた方　・葬儀を執り行なう方　・葬儀を執り行なう方と同一世帯の方
　　　　　　　　　・葬儀を執り行なう方を扶養している方　・葬儀を執り行なう方と同一生計の方
■助成額　葬儀支払額の３分の１（100円未満切り捨て）　限度額 45,600 円
■協力事業者

協力事業者名 所在地 電話番号 協力事業者名 所在地 電話番号
祭典秀伊 河岡 613-4 39 ー 3850 ピアベール 両三柳 103 39 ー 2222
水 蓮 社 河崎 1670-2 30 ー 0332 ベルモニー（平安祭典） 赤井手 888-4 27 ー 6111
葬 仙 長砂町 1075 34 ー 4444 渡 部 長砂町 1107 33 ー 4444
中海葬儀社 夜見町 3081-11 22 ー 0983

※協力事業者の中から葬儀を依頼する事業者を選び、直接、事業者へ申し込んでください。
※申込みの際に、必ず、「市の葬祭助成制度を利用したい」と伝えてください。

■助成金の申請方法など、くわしくは市民課（☎２３－５１４１）までお問い合わせください。

店舗・事業所の皆さまへ

11月21日
【全国物価統計調査】
にご協力をお願いします

この調査は、総務省統計局が５年に１
度実施する物価に関する重要な統計調
査で、店舗の業態、規模、販売方法等
による価格の違いを詳細に把握するこ
とを目的としています。11月上旬に、
調査員が調査対象となった店舗・事業
所を訪問しますので、ご協力をお願い
します。調査員は、「調査員証」を携
帯しています。
■問い合わせ　総務管財課総務係
　　　　　　　（☎２３－５３３１）

果物ネットは可燃ごみです！
　果物を包んでいる白いネット、果物の入ったダンボールの中に敷いて
あるくぼみのある白いトレー、粒状の白い緩衝材（クッションの中に入っ
ているものなど）は、発泡スチロール以外の素材で作られているものが
多く見られ、中にはとうもろこしなどの植物から作られているものもあ

ります。
　これらが「白色発泡スチ
ロール・トレー」として出
されると、再資源化に支障
をきたしますので、これら
はすべて「可燃ごみ」とし
て出してください。

■問い合わせ
　環境政策課
　（☎２３－５３００）

サポートメンバー募集
地域で誇れる「よなごの宝」を市民の新たな目で掘り起し、将来に保存・継承･活用していくことを目的に「よなごの宝88選」
事業を行ないます。
よなごの宝88選実行委員会では、企画、運営にあたる実行委員会のスタッフと、応募された「よなごの宝」の調査や記
録の整理にあたるサポートメンバーを募集しています。（ただし、ボランティアスタッフです。）
◆参加資格　どなたでも参加できます。
◆仕事内容　・委員会スタッフ･･･事業の企画や運営　・サポートメンバー･･･応募物件の調査、整理
◆仕事場所　市役所第２庁舎や応募物件の所在地
◆申込方法　住所・氏名（ふりがな）・電話番号を記入し、下記まで申し込みください。
■申込・問い合わせ　〒 683-8686　東町 161－ 2　米子市教育委員会文化課内　よなごの宝88選実行委員会事務局
　　　　　　　　　　（☎２３－５４３６　FAX２３－５４１４　 E メール･･･ bunka ＠ yonago-city.jp）



米子市国民健康保険運営協議会
国民健康保険運営協議会は、保険料の率や給付内容など
国民健康保健事業の運営に関する重要事項を審議するた
めの機関で、15人の委員で構成しています。
■公募人数　４人
■任 期　２年
■応募資格　平成19年11月1日現在で、満20歳以上の
米子市国民健康保険の被保険者（加入者）
■会 議　２時間程度の会議を、年２回程度開催予定
■応募方法　「国民健康保険制度について」の考えを 800
字程度にまとめ、所定の応募申込書を同封のうえ、保険
年金課（本庁舎１階）に直接お持ちいただくか、郵送し
てください。
※応募申込書は保険年金課にあります。「米子市ホーム
ページ」からもダウンロードできます。
■応募期限　30日（金）　 ※ 30日必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問い合わせ　
〒６８３－８６８６　加茂町１－１
保険年金課　国保係（☎２３－５１２２）
Eメール･･･　hoken@yonago-city.jp

伯耆の国よなご文化創造計画
検討委員

新市まちづくり計画に掲載されている「伯耆の国よなご文
化創造計画」の進行を検討するための委員を募集します。
■公募人数　４人
■任 期　２年
■応募資格　平成19年４月1日現在で、市内にお住まい
か、通勤・通学している方
■応募方法　委員に応募する理由・動機について、400
字から 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番
号を明記のうえ、直接、文化課（市役所第２庁舎３階）
にお持ちいただくか、（郵送、FAX、Ｅメールなどで応募
してください。なお、応募書類には必ず、「文化創造計画
検討委員応募」とお書きください。（Ｅメールの場合は、
件名を「文化創造計画検討委員応募」としてください）
■応募期限　20日（火）　 ※ 20日必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問い合わせ　
〒６８３－８６８６　東町 161-2　文化課
☎２３－５４３６　　FAX２３－５４１４
Eメール･･･　bunka@yonago-city.jp

米子市社会教育委員
米子市の社会教育に関し、教育委員会に助言するため、

社会教育に関する諸計画の立案、諮問に対する審議、必
要な研究調査などを行ないます。学校教育・社会教育の
関係者、家庭教育の向上に資する活動を行なう者、学識
経験者の 18人で構成しています。
■公募人数　２人
■任 期　２年
■応募資格　平成19年11月1日現在で、満20歳以上で、
市内にお住まいか、通勤・通学している方
■会 議　２時間程度の会議を、年３回程度開催予定
■応募方法　「米子市における社会教育のあり方」につ
いての考えを 800 字程度にまとめ、所定の応募申込書
を同封のうえ、送付してください。
※応募申込書は生涯学習課（市役所第２庁舎３階）に
あります。「米子市ホームページ」からもダウンロード
できます。
■応募期限　30日（金）　 ※ 30日必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問い合わせ　
〒６８３－８６８６　東町 161-2
生涯学習課（☎２３－５４４２）
Eメール･･･　shogaku@yonago-city.jp

米子市公民館運営審議会
米子市の公民館の管理、運営、各種事業等のあり方につ
いて調査審議する機関です。
今回公募する委員のほか、学校教育・社会教育の関係者、
家庭教育の向上に資する活動を行なう者、学識経験者の
17人で構成しています。
■公募人数　２人
■任 期　２年
■応募資格　平成19年11月1日現在、満20歳以上で、市
内にお住まいか、通勤・通学している方
■会 議　２時間程度の会議を、年２回程度開催予定
■応募方法　「公民館における生涯学習のあり方」につ
いての考えを 800 字程度にまとめ、所定の応募申込書
を同封のうえ、送付してください。
※応募申込書は生涯学習課（市役所第２庁舎３階）に
あります。「米子市ホームページ」からもダウンロード
できます。
■応募期限　30日（金）　 ※ 30日必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問い合わせ　
〒６８３－８６８６　東町 161-2
生涯学習課（☎２３－５４４２）
Eメール･･･　shogaku@yonago-city.jp



幸せな社会づくりをめざして

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス

仕
事
と
生
活
の
調
和

　

仕
事
、
家
庭
、
地
域
な
ど
へ
の
関
わ
り

方
な
ど
、
今
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

は
確
実
に
変
化
し
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
昭
和
55
年
に
は
男
性
の

み
働
い
て
い
る
世
帯
が
共
働
き
世
帯
の
約
２

倍
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
４
年
に
は
共
働
き

世
帯
数
が
上
回
り
、
現
在
で
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
県
の
女
性
就
業
率
は
、

全
国
第
６
位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
２
０
０
５

年
国
勢
調
査
）。
一
方
、
共
働
き
世
帯
の
夫

の
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
関
わ
る
時
間

が
一
日
約
30
分
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
妻
は

約
４
時
間
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す

（
２
０
０
１
年
総
務
省
調
査
）。　

「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
は
、

誰
も
が
仕

事
、
家
庭
生

活
、
地
域
生

活
、
個
人
の

自
己
啓
発
な

ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
、

自
ら
希
望
す

る
バ
ラ
ン
ス

で
展
開
で
き

る
状
態
の
こ

と
で
す
。
こ

舟越保武《D嬢》制作年不詳

れ
は
、
長
時
間
労
働
な
ど
で
心
身
の
健
康
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
人
に
と
っ

て
も
、
仕
事
や
仕
事
以
外
の
生
活
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
多
様
な
生
き
方
を
自
由
に
選
択

し
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
か
ら
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
仕
事
の
効
率
が
上

が
ら
ず
家
に
持
ち
帰
っ
た
。
な
ん
と
か
頑
張
っ

て
夕
飯
の
支
度
を
済
ま
せ
、
何
も
食
べ
ず
に
１

時
間
ほ
ど
う
た
た
寝
を
し
た
。
目
が
覚
め
る
と

家
族
み
ん
な
食
事
を
終
え
た
様
子
。
夫
が
心
配

そ
う
に
「
大
丈
夫
？
ゆ
っ
く
り
寝
て
い
て
い
い

よ
。
台
所
の
片
付
け
は
、
明
日
朝
す
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
。」

･･･

え
っ
？
明
日
の
朝
片
付
け
る
の
は
、
い
っ

た
い
誰
？　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
代 

女
性
）

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は

ず
で
す
。

「
大
丈
夫
？
台
所
は
片
付
け
た
か
ら
、
ゆ
っ

く
り
寝
て
い
て
い
い
よ
。」

で
す
ね
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

舟越保武《D 嬢》
　厳しくまた清冽な人間像を大理石やブロンズなどを素材に制作し、日
本の具象彫刻に一時代を築いた舟越保武（ふなこし　やすたけ）は、
1912 年岩手県に生まれました。東京美術学校卒業後、新制作派協会彫
刻部の創立に参加し、独学で大理石の彫刻をはじめます。1950 年にカ
トリックの洗礼を受け、それ以降、信仰に支えられた崇高で清潔な人間
像を 2002 年に 88歳で亡くなるまで作り続けました。本作は 1980 年
前後から取り組みはじめた舟越の版画作品で、彫刻作品同様、厳しくま
た清冽な女性像が表現されており、美をたたえる聖女や女性像の作り手
としても知られる舟越の本領が遺憾なく発揮されている作品と言えます。
この作品は 11月 3日（土）から 12月 16日（日）まで開催の常設展Ⅲ「新
収蔵／修復作品展」でご覧いただけます。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

６
日
㈫
、
26
日
㈪

　
　
　
　

12
月
５
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　
「
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
（
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
）

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23―

５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

12
日
㈪
、
12
月
４
日
㈫

　
　
　
　

12
月
10
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

　

年
金
・
労
務
無
料
相
談
会

　

年
金
・
健
康
保
険
・
雇
用
保
険
・
労

災
保
険
・
介
護
保
険
・
解
雇
・
退
職
・

賃
金
・
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
な
ど

に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
の
場
合
、

年
金
見
込
額
・
加
入
期
間
な
ど
に
お
答

え
す
る
た
め
、年
金
手
帳
が
必
要
で
す
。

と

き　

９
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
旧
庁
舎
１
階
６
０
１
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（
☎
０
８
５
７―

26―

０
８
３
５
）

　

暴
力
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

暴
力
追
放
鳥
取
県
民
会
議
、
鳥
取
県

警
察
、
鳥
取
県
弁
護
士
会
で
は
、、
無

料
で
暴
力
団
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

16
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
２
階
２
０
３
会
議
室

事
前
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
暴
力
追

放
鳥
取
県
民
会
議
」（
☎
０
１
２
０―

19―

８
９
３
０
）
ま
で
。
予
約
も
で
き

ま
す
。

　

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
「
入
学
前
の
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」

　

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

は
、
来
年
の
４
月
に
新
し
く
小
学
校
に

入
学
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
米
子
市
教
育
委
員
会
で

は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
保
護
者
の
方

に「
入
学
前
の
健
康
診
断
に
つ
い
て（
お

知
ら
せ
）」
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
該

当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
で
、

案
内
が
届
か
な
い
と
き
は
、
学
校
教
育

課
（
☎
23―

５
４
３
１
）
ま
で
お
早
め

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
就
学
通
知
書
」
は
、
平
成

20
年
１
月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の

ル
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
、
雇
用
者
は

外
国
人
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
の
雇

入
れ
・
離
職
の
際
、
そ
の
氏
名
、
在
留

資
格
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
届
け
出

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
で
は
な
い
場
合
や
、
現
に

外
国
人
を
雇
い
入
れ
て
い
る
場
合
も
届

出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33―

３
９
１
１
）

鳥
取
労
働
局
職
業
対
策
課

（
☎
０
８
５
７―

29―

１
７
０
８
）

　

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
祭

　

障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
の
親

睦
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
た
め
２
年

毎
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
、
七
宝
焼
の
作
品
展
や
演
芸
な

ど
、
多
数
の
行
事
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き　

11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー（
皆
生
新
田
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
32―

９
０
０
１
）

今
月
の
納
期
・
・
・
国
民
健
康
保
険
料
５
期　

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



　

新
春
を
迎
え　
「
新
年
の
つ
ど
い
」

　

平
成
20
年
の
新
春
を
迎
え
、「
新
年

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と

き　

１
月
３
日
㈭　

午
前
11
時
〜

と
こ
ろ　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

会

費　

１
０
０
０
円  

申
込
期
間 

28
日
㈬
〜
12
月
14
日
㈮

申
込
用
紙
は
、
総
務
管
財
課
（
本
庁
舎

３
階
）
に
あ
り
ま
す
。 

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
管
財
課
（
☎
23―

５
３
３
１
）

　

 

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
Ｄ
Ｖ
の
中
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

と

き　

12
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
小
ホ
ー
ル

内

容

○
講
演

　

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
協
力
弁
護
士

　

川か
わ
さ
き崎
政ま

さ
ひ
ろ宏
さ
ん

○
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課

（
☎
23―

５
４
１
６
）

　

韓
国
語
初
級
文
法
講
座

　

簡
単
な
会
話
を
用
い
て
、
韓
国
語
の

初
歩
的
な
文
法
の
仕
組
み
を
学
ぶ
「
韓

国
語
初
級
文
法
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

12
月
６
日
㈭
〜
３
月
６
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

（
全
10
回　

原
則
と
し
て
木
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
韓
国
語
の
読
み

書
き
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
文
法
を
学
ぼ

う
と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
市
が
今

年
度
実
施
し
た
韓
国
語
講
座
の
受
講
生

は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳リ
ュ
ウ 

潤ユ
ン 

慶キ
ョ
ン

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　

無
料

資
料
代
１
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

※
20
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23―

５
３
７
４
）

　

介
護
予
防
教
室
よ
な
GO
体
力
測
定
会

　

参
加
者
募
集

　

握
力
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど
体
力
測
定
を

し
て
、体
力
年
齢
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
、

自
宅
で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
、
よ
な

G
O

体
操
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も
行
な
い

ま
す
。

と
き　

６
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

成
実
公
民
館

※
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
が
、
65
歳
未
満
の
方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23―
５
１
３
２
）

　

が
い
な
み
っ
く
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

参
加
者
募
集

　

最
近
よ
く
つ
ま
ず
く
、
立
ち
上
が
り

に
く
く
な
っ
た
、
な
ど
の
症
状
が
あ
る

方･･･

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
水
中
運
動
な
ど

を
行
な
い
ま
す
。
運
動
の
楽
し
さ
や
効

果
を
体
感
し
、
運
動
習
慣
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

　

期
間
は
３
か
月
間
で
、
週
２
回
ま
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。

対

象

65
歳
以
上
で
、
米
子
市
基
本
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方

利
用
料　

一
回
あ
た
り
１
５
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23―

５
１
５
５
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

11
日
㈰
午
前
９
時
・
米
子
駅
集
合

（
９
時
15
分
発　

大
山
寺
下
車
）　

・
行
き
先･･･

大
山
寺
方
面
僧
兵
コ
ー

ス
・
行
程
約
５
キ
ロ
、
弁
当
持
参

・
バ
ス
運
賃
往
復　

大
人
１
６
０
０
円

・
解
散
予
定
午
後
４
時
頃

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）

体力づくり歩け歩け大会
第500回記念大会

　昭和 41 年４月に始まった体力づくり歩け歩け大会
が 12月で 500 回を迎えます。当日は粗品も用意して
いますのでお気軽にご参加ください。
■と き　12月９日 (日 ) 午前８時 30分
■ところ　米子市文化ホール前庭集合
　　　　　（コース･･･米子市街約５㎞）
※当日は文化ホールで、資料･啓発展示（午前９時～正
午）、記念式典（午前 11時～）も行ないます。
■問い合わせ　体育課（☎２３―５４２６）



　

知
っ
て
お
き
た
い
労
働
セ
ミ
ナ
ー

職
場
の
い
じ
め
・
パ
ワ
ハ
ラ
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
実
例
を
紹
介

し
、
相
談
方
法
、
解
決
制
度
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
〜
パ
ワ
ハ
ラ
・
い
じ

め
〜
そ
の
実
態
と
解
決
制
度

と

き　

13
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

　
　
　
　

新
館
２
階
15
会
議
室

受
講
料　

無
料

定

員　

20
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
県
民
局

商
工
労
働
課
（
☎
31―

８
７
８
５
）

　

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会受

講
生
募
集

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
を
行
な
う
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

平
成
20
年
１
月
12
日
㈯
〜
３
月
15
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

（
毎
週
土
曜
日　

全
10
回
）

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

内

容　

基
礎
課
程
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
初
心
者
対
象
）

対

象

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
、
あ
る

程
度
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る
方

定

員　

10
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

申
込
締
切　

12
月
21
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
く
ろ
う
（
☎
32―

７
３
３
８
）

　

市
民
公
開
講
座「
腎
医
療
を
考
え
る
」

　
　

身
近
に
な
っ
た
移
植
医
療

と

き　

25
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

会
議
室

テ
ー
マ

第
１
部･･･

慢
性
腎
不
全
の
予
防
と
治

療
法
の
進
歩

第
２
部･･･

腎
臓
提
供
を
増
や
す
に
は

定

員　

４
０
０
人

入
場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

国
立
病
院
機
構
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

「
腎
医
療
を
考
え
る
」
事
務
局

（
☎
33―

７
１
１
１
）

　

東
洋
医
学
に
お
け
る
養
生
法
、
ツ
ボ

　

の
効
用
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

と

き　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室 

テ
ー
マ

「
東
洋
医
学
の
養
生
法
〜
養
生
の
知
恵

と
ツ
ボ
療
法
〜
」

講

師　

明
治
鍼
灸
大
学
教
授
・
医
学
博
士

矢や

の野　

忠た
だ
し

さ
ん

入
場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
事
務
所 

（
☎
０
８
５
７―

22―

７
５
９
８
）

ジョイサポートよなご会員募集中！
ジョイサポートよなご（米子市勤労者福祉サービスセンター）は、中小企業従
業員の福利厚生をサポート。健康診断や人間ドック費用の助成、各種祝金や見
舞金などの給付、国家資格取得費用などの助成、旅行やスポーツ・文化施設利
用への助成など。くわしくはジョイサポートよなご（☎３８－１１２２）まで。
■会員資格
・市内に事業所を有する中小企業（従業員数 300人以下）の事業主と従業員
　（原則として事業所単位で加入）
・市内にお住まいで、市外の中小企業に勤務する勤労者（個人加入）
■会費　月額　１人　1,000 円

自衛官募集
防衛省では、自衛官を募集しています。
● 2等陸・海・空士
※くわしくは、自衛隊米子地域事務
所（西福原三丁目☎３３―２４４０）
か、市役所総務管財課（☎２３―
５３３１）に
おたずね
ください。

秋の全国火災予防運動
９日～ 15日

火は見てる あなたが離れる その時を

住宅用開催警報機を
設置しましょう！

火災警報機は住宅火災からあなたを
守ります。
くわしくは、米子消防署（☎３９－
０２５１）まで！



第４回しゃべって未
み ら い

来や
～明るく 楽しく ひとときを

　過ごしましょう～
　いつも元気で輝いている、ラジオの pパーソナリ

ティとしておなじみの中岡みずえさん。

　人生を豊かにしてくれるコミュニケーションのコ

ツなどについて、楽しく、愉快に語っていただきます。

　講演の後には、気軽なおしゃべりの会もあります。

と き　30日（金）　午後７時～９時
ところ　米子市男女共同参画センター "かぷりあ "
　　　　（米子駅前サティ４階）

講 師　中
なかおか

岡みずえ　さん　（フリーアナウンサー）

※参加無料・要事前予約・定員 20人程度

申込方法　電話、ＦＡＸ、Eメールのいずれか
※定員になり次第締め切ります。

問い合わせ
男女共同参画推進課

☎２３－５４１９　　FAX３７－３１８４

Eメール･･･ danjyo ＠ yonago-city.jp

誰でもつくれるホームページ講習会
～初心者もらくらくホームページ作成～

と き　10日（土）、11日（日）
　　　　いずれも午前９時30分～午後４時
ところ　鳥大医学部保健学科棟３階　コンピュータ演習室
講 師　鳥取大学総合メディア基盤センター准教授

井
いのうえ

上　仁
まさし

さん
定 員　25人程度
対 象　インターネットの操作ができる方
　　　　（ただし、２日間とも受講可能な方）
受講料　無料
※電話、ＦＡＸ、Ｅメールなどで
　お申込ください。
申込・問い合わせ　鳥取大学医学図書館
☎３８－６４６２　FAX３８－６４６９
Eメール　ac-igakujo@adm.tottori-u.ac.jp

＊鳥取大学医学図書館総合メディア基盤センター
米子サブセンター主催

＊米子市立図書館・境港市民図書館・南部町立図書館共催

都市エリア産学官連携促進事業

成果普及講演会 
～食と健康について

考えてみませんか～
これまでの研究成果や今後の研究テーマを発表し、「食」
を通じた「生活習慣病」の予防や克服などについて、現場
の第一線で活躍されている方々に講演していただきます。
生活習慣病予防や機能性食品に興味がある方、お気軽にご
参加ください。入場無料です。

と き　12月２日（日）　午前10時～午後12時20分
ところ　米子コンベンションセンター　国際会議室（２階）

市民公開講座
「高血圧の怖さを知って、しっかり予防をしましょう」
　済生会呉病院　院長　松

まつうら

浦秀
ひ で お

夫さん

「病理学からみた老化とその効果的予防
－ストレスの劇的な解消法－」

　日本赤十字医療センター検査部　部長　藤
ふじわら

原睦
むつのり

憲さん

研究成果報告
「都市エリア産学官連携促進事業の現状と課題」
　鳥取大学生命機能研究支援センター

センター長　押
おしむら

村光
み つ お

雄さん 

【問い合わせ】都市エリア産学官連携促進事業実施委員会
(財) 鳥取県産業振興機構西部支部（☎２７－２９３１）
米子市役所商工課（☎２３－５２１７）

鳥取環境大学公開講座
と き　24日（土）午前10時30分～正午
ところ　今井書店「本の学校」（新開二丁目）
内 容　天ぷら油が動かすスクールバス
　　　　～バイオマス燃料の可能性～
　　　　テーマ①　『バイオマス燃料の可能性』
講 師　環境政策学科　教授　金

か ね こ

子 弘
ひろみち

道さん
※受講無料・要事前申込
申込方法　電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかでお申込み
　　　　　ください。
申込期限　22日（木）
申込・問い合わせ　鳥取環境大学企画交流課

☎０８５７－３８－６７０４
FAX０８５７－３８－６７０９
Ｅメール：kouryu@kankyo-u.ac.jp

鳥取県最低賃金
１時間：６２１円
発効年月日：平成19年10月21日

くわしくは、鳥取労働局労働基準部賃金室（☎
０８５７－２９－１７０５）、または最寄りの労働基
準監督所へおたずねください。



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 77 簡易耐火

２ 階 建 3DK 13,200～ 21,500 S46

青 木
住 宅 永 江 51R1 204 中層耐火４ 階 建 3DK 12,800～ 21,200 S51

安倍彦名
住 宅 彦名町

63R1 203 中層耐火４ 階 建 3DK 18,300～ 30,300 S63

1R2 204 中層耐火４ 階 建 3DK 18,600～ 30,700 H元

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる

方

●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事

実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。

ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身

でのお申込みが可能です。

●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。

●現に住宅に困窮していることが明らかな方

●米子市税などに滞納がないこと。

■申込受付期間　１日（木）～９日（金）　土・日を除きます。
■申込受付場所　建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込みに必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。

外国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けてい

ることを証明する書類）。その他、お申込み理由により添付書

類が必要となる場合があります。

住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります。

■入居選考方法　15日（木）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　12月１日（土）
次回の市営住宅入居者募集期間は12月３日～11日の予定です。

■問い合わせ　建築課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。くわしくは建築課
までお問い合わせください。

　中高層建築物などが建築されることによって、日照、
電波障害、工事による騒音・振動・車両通行など周辺の生
活環境に影響が生じ、これらの問題をめぐって近隣住民
と建築主との間に紛争が発生する事例が増えています。
　このため、米子市ではそうした紛争が起こらないよう
に、建築主と近隣住民の皆さんとの良好な関係が築かれ
ることを目的とした「米子市中高層建築物の建築に係る
紛争の予防に関する指導要綱」を定め、建築計画の事前
公開、近隣住民に対する説明及び計画建築物の届出など
をお願いしています。
１．指導要綱で対象とする中高層建築物
建築敷地の用途地域 計画建築物の高さまたは階数
第１種低層住居専用
地域、第２種低層住
居専用地域

軒の高さが７メートルを超えるも
の、または地階を除く階数が３以上
のもの

その他の地域、用途
地域の指定のない区
域（工業専用地域を
除く）

高さ10メートルを超えるもの、ま
たは地階を除く階数が４以上のもの
（ただし、工業専用地域内の建物で
あっても、周囲の居住環境に著しく
影響を及ぼすものを含む）

２．指導要綱で対象となる紛争
　中高層建築物の建築に伴って生じる居住環境への影響
　による建築主等と近隣住民との紛争
　日照、電波障害、工事中の騒音・振動・車両の通行など
３．指導要綱で対象とならない紛争
　その他の中高層建築物をめぐる問題
　通風、プライバシー侵害、威圧感、営業利益の減少、
　眺めが悪くなるなど
◆紛争をできるだけ未然に防止するためには･･･
　建築主の方々が周辺の生活環境に及ぼす影響を十分に
　配慮した建築計画をたてることが大切です。
◆紛争が起きたときは･･･
　近隣住民と建築主の方が、相互の立場を尊重し、
　互譲の精神をもって話し合いにより解決することが
　最も望ましいことです。
■問い合わせ　建築指導課（☎２３－５２３６）

「第14回米子の都市景観写真展」の各賞が決定！
『道～路地・露地～』をテーマとした都市景観写真展にたくさんのご応募ありがとうござ
いました。110点の応募作品の中から、最優秀賞１点、優秀賞２点、入選５点、佳作12
点が決まりしました。
●最優秀賞　實

さねしげ

重　哲
てつろう

郎さん（米子市在住）『粋な通い路でした』（撮影場所：手島小路）
　審査員講評：「大粒の雪が降る路地の描写には、哀感が充満しています。
　　　　　　　赤い傘をアクセントに入れて、写真的にも完成度は高いと思います。」
●優秀賞　　檜

ひのき

　　宏
ひろみつ

光さん（米子市在住）『 仕事道　２ 』
　　　　　　古

こ や す

安　宣
の ぶ お

夫さん（米子市在住）『 「帰り道」 』
■次回予定《第15回米子の都市景観写真展》
■テーマ　「大山」　～○○から観

み

る大山～
■予定募集期間　Ｈ20年４月下旬～８月中旬
■問い合わせ　都市計画課（☎２３－５２００）



■申込・問い合わせ
　健康対策課　（☎ 23－5452 ～ 5454）
　（錦町一丁目「ふれあいの里」３階

　米子市保健センター内）

乳がん集団検診日程
11月９日（金） 12月３日（月）
11月13日（火） 12月10日（月）
11月19日（月） 12月13日（木）
11月28日（水） 12月17日（月）

■会場　ふれあいの里
■受付時間　午後１時 30分～３時
■申込みが必要です。申込みは 11月末までです。
受診票を確認の上健康対策課までご連絡ください。

健診はおすみですか？
各種健康診査の実施期間は、12 月末までです。
12 月は混み合いますので、早めの受診をおすすめします。
基本健診　胃がん検診　肝炎ウイルス検査　大腸がん検診
子宮がん検診　乳がん検診生活習慣病予防教室

■と き　22日 ( 木 )　午後１時30分～３時30分
■ところ　｢ ふれあいの里 ｣4 階中会議室
■テーマ「今年の健康診断、受けられましたか？
　　　　～健診の数値で知ろうメタボリックへの注意～」
■講 師　鳥取大学医学部　健康政策医学教室

　　　　教授　黒
くろざわ

沢洋
よういち

一さん
■受付は午後１時からです
※駐車場が大変混み合います。自家用車でのご来場は、
　なるべくご遠慮ください。

麻しん・風しんの予防接種はおすみですか？
平成13年４月２日～平成14年４月１日生まれのお子さんへ

平成18年６月２日に予防接種法施行令が改正され、過去に麻しん、風しん予防接種をそれぞれ 1 回すまされたお子さんも、
小学校就学の前年度（年長さん）に麻しん風しん混合（MR）ワクチンを接種することになりました。
無料で接種できるのは平成20年 3 月31日までです。
■費用　無料
■接種場所　年間を通して米子市が委託している医療機関で実施しています。
　　　　　　「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド」の 17ページをご覧ください。
■接種を受ける時は･･･
　・医療機関に予約をしてからお出かけください。接種の際には、医師にご相談ください。
　・母子健康手帳、お送りした「麻しん風しん混合予防接種予診票」を持参してください。
　　予診票がない場合は、医療機関にあるものを使ってください。
　・予診票を記入のうえ体調の良いときにお出かけください。
　・体温は接種場所ではかってください。

自殺予防　いのちの電話
「いのちの電話」は、さまざまな悩みに苦しむ方々からの電
話を毎月10日に、24時間体制で受付、相談に当たっています。
■フリーダイヤル　０１２０－７３８－５５６
■毎月10日　午前８時～翌日午前８時
■ 24 時間無料です。
※平成 20 年 3 月末まで実施。
＜日本いのちの電話連盟ホームページ＞

http://www.find-j . jp



お子さんの予防接種
◆結核予防接種

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかっ
た場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をご持参ください。母子健
康手帳がないと受けられません。「予防接種と子ども
の健康」の冊子を読んできてください。体温は接種
会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H19年７月26日～８月15日生 11月15日（木）
H19年８月16日～８月27日生 11月27日（火）
H19年８月28日～９月13日生 12月13日（木）

※生後３か月で接種します。生後６か月未満で
　接種を受けていない方も受けてください。
※ツベルクリン（結核検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種
対　象　児 １回目 ２回目

H18年12月生 １回目の接種を受けて
いない方は、下記の日
程で１回目、２回目を
受けてください。

11月14日（水）

H19年１月生 12月12日（水）

H19年２月生 １月16日（水）

H19年３月生 11月28日（水） ２月13日（水）

H19年４月生 12月18日（火） ３月19日（水）

※７歳６か月未満で接種を受けていない方も受
けてください。
※６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。
  （間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
　かまいません）

胃がん集団検診日程

月 日 ところ と き
14日(水) 啓 成 公 民 館 午前８時30分～９時30分
27日(火) 義 方 公 民 館 午前８時30分～９時30分
28日(水) ふれあいの里 午前８時30分～10時

12月７日（金）米子市淀江支所 午前８時～９時30分
12月10日（月）淀 江 公 民 館 午前８時～９時30分

■前日の午後９時以降は、絶食してください。
■必ず、受診票をご持参ください。

結核・肺がん検診日程
月日 と こ ろ と き

12日
（月）

県

清水ヶ丘集会所 午前９時20分～９時40分
河岡公民館 午前10時～10時20分
県公民館 午前10時40分～11時
下福万隣保館 午前11時20分～11時40分
石州府集荷場 午後 1 時30分～１時50分
上福万公民館 午後２時10分～２時30分
日下・山根速水氏宅前 午後 2 時50分～３時10分
緑ヶ丘グリーンハイツコミュニティプラザ 午後３時20分～３時40分

13日
（火）
尚徳

別所公民館 午前９時30分～９時50分
上安曇公民館 午前10時～10時20分
下安曇公民館 午前10時30分～10時50分
青木公民館 午前11時～11時20分
大袋公民館 午前11時30分～11時50分
実久公民館 午後 1 時20分～１時30分
大谷公民館 午後１時40分～２時
榎原グリーンハイツ（倉光敏愈氏宅前） 午後２時10分～２時30分
兼久公民館 午後 2 時50分～３時10分
茶屋公民館 午後３時30分～３時50分

19日
（月）
成実

富士見ヶ丘自治会集会所 午前９時30分～９時50分
日原・平木フトン店 午前10時～10時20分
橋本多目的集会所 午前10時40分～11時
吉谷１区公民館 午前11時20分～11時40分
美吉 1 区公民館 午後１時～１時20分
グリーンヒルズ日原案内所 午後１時30分～２時
石井・森内科医院駐車場 午後２時10分～２時30分

20日
（火）
成実

宗像ニュータウン集会所 午前９時30分～９時50分
成実公民館 午前10時10分～10時40分
新山公民館 午前11時～11時20分
古市公民館 午前11時40分～正午

21日
（水）

大高公民館 午前９時30分～９時50分
巌公民館 午前10時10分～10時30分
ふれあいの里 午前11時～11時40分

■対象者　市内にお住まいの 40歳以上の方
■内 容　胸部レントゲン検査
※問診の結果により、「たん」の検査を受けることもできます。
■料 金　レントゲン撮影は無料
※「たん」の検査は、300円または 900円の負担があります。
　・69歳以下の市民税課税世帯の方は 900 円の負担
　・市民税非課税世帯の方、70 歳以上の市民税課税世帯の方は
　　300円の負担
　・生活保護世帯の方は無料
　くわしくは地区回覧をご覧ください。

アスベスト（石綿）関連疾患の検診をしています。
アスベスト健康被害に不安があり、検診を希望される方は問診の際
にお申し出ください。



　読み聞かせのワークショップ
18日（日）午後１時30分～４時、おは
なしグループだくちる指導、大人対象・
無料、電話受付中
　だくちるおはなし会
24日（土）午後２時15分～３時「たい
へんだぁ」のお話ほか、絵本、わらべ
うたなど、幼児～大人対象

　クラブ参加者募集中！
秋のバードウォッチング、フラワー
アレンジメント、和紙でいろいろ作っ
ちゃおう。それぞれ電話受付中

　自由工作コーナー
毎日午前９時～午後５時。無料
　花いっぱい教室
25日（日）午前10時30分～正午、プ
ランターに花を植えて持ち帰り、育て
ます。小・中学生対象。14日（水）か
ら電話受付。
　～やってみよう！

環境学習プログラム～
10日（土）午前10時～正午・小学生
～大人対象（入場自由・無料）
シジミによる水の浄化実験、廃パンス
トの食べかす流出防止や、太陽電池工
作など、楽しみながら環境について学
習しましょう。
※太陽電池工作は、先着50人まで。
　米子市児童文化センター出張事業
（共催：まなびネットきずな）
センターのあそ
び、おもちゃ、本
などを『おおぞら
号』に満載して、
みなさんのお近くまで出張します。
■開館時間　午前９時～午後５時
■電話受付　午前８時30分～午後５時
■今月の休館日
　毎週火曜日、５日、26日
■毎週金・土は、施設の使用申請があ
れば有料で午後10時まで開館

　米子水鳥公園
☎２４－６１３９

　自然観察会
　「落雁を観て俳句を詠む会！」
10日（土）午後5時～6時・申込不要。
どなたでも参加できます。
集合：水鳥公園ネイチャーセンター
　手作り自然教室
　「フェザーカービングを作ろう！」
18日（日）、23日（金）午前10時～
午後 3時・小学生以上先着 20人・
要予約。
会場：水鳥公園ネイチャーセンター
※２日連続の企画です。高校生～
70歳未満の方は入館料が必要です。
それ以外の方は材料費100円が必要
です。
　スロープ企画展
　「フェザーカービング＆

野鳥の羽毛展」
１月４日（金）まで。会場：水鳥公
園ネイチャーセンタースロープ
※美しい野鳥の羽根の標本と、精巧
に作られた木彫りの羽根の作品を多
数展示します。
　自然観察会
　「会えたらいいな！ヘラサギ観察会」
12月 8日（土）午後1時30分～ 3時・
申込不要。どなたでも参加できます。
応募資格：ネイチャーセンター入館者
■行事へのご参加には、高校生～70歳
未満の方は入館料(300円)が必要です。
■開館時間
午前８時30分～午後５時30分
（ただし、土・日・祝日は、午前7時
～午後5時30分）
■今月の休園日　毎週火曜日

プラネタリウム室では

その他館内では

　児童文化センター
☎３４－５４５５

解説員が優しく語りかける「今夜見
える星空と星座物語（ひつじ座･テュ
フォーンの戦い )」をお楽しみください。
・プラネタリウム投影時間

平日 土・日・祝日
－ 午前10時45分
－ 午前11時45分

午後 2 時 午後２時
午後３時 午後３時
－ 午後４時

・観覧料金
　小中学生50円、大人300円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
　天体観測会「今夜見える星空 ｣
24日（土）午後７時～
対象・子どもから大人まで 30組・無料・
10日(土)から電話受付。雨の場合は、
屋内で「星」の話をします。

当日自由参加です。
　えほんとわらべうた
７日、14日、21日、28日（水）午前
10時30分～11時・「ハイハイよちよち
コース」（０歳～１歳半）、11時10分
～11時40分・「たんたんピョンピョン
コース」（１歳以上）、子どもと一緒に
楽しみましょう。
　おはなしのへや
（共催：朗読ボランティア火曜の会）
11日（日）午前11時～11時30分・『た
べもの』ほか、午後２時30分～３時
10分・『おばけのコンサート』ほか。
紙しばいや絵本の読み聞かせなど。幼
児～大人対象
　子どもの本をたのしむ会
12日（月）午前10時30分～正午「渡

わた

辺
なべ

茂
し げ お

男さんの本」がテーマです。大人
対象。

図書室では

クラブ室では



「米子人生大学」
■午後２時～４時（開場午後１時30分）　
■会場　米子市文化ホール
■問い合わせ
　生涯学習課（☎２３－５４４４）

11月の講座
26日（月）
午後２時

～３時

市長特別講演
「米子市の行財政改革について」

米子市長　野
の ざ か

坂　康
や す お

夫

※市長講演は、受講申込みをされていない
　方も聴講できます。（無料）
※講演終了後、午後３時10分から閉講式を
　行ないます。
※とっとり県民カレッジ連携講座です。

  米子市美術館
☎３４－２４２４

　米子市美術館常設展Ⅲ
　「新収蔵／修復作品展」
所蔵作品の中から、近年新たに収蔵し
た作品及び修復によりその魅力が新た
に引き出された作品を展示します。
◆会期：３日（土）～ 12月16日（日）
　　　　［ただし、水曜日休館］
◆観覧料　一般 310（260）円、
　　　　　高校・大学生150（100）円
※（　）内は 15人以上の団体料金
※中学生以下の方、70歳以上の方、
　障がいのある方（介護者 1人含む）、
　米子市美術館後援会々員の方は無料
　美術館・展示室利用のご案内
 平成20年度（平成20年 4月～平成
21年 3月）の展示室利用の受付を次
のとおり行ないます。
12月15日（土）午前10時～・美術館
第５展示室
※申込期間が重複した場合は抽選にな
ります。また、当日の受付時間後の利
用申込は先着順となります。     
※12月８日（土）から美術館事務室前
に展示室貸出し予定を掲示します。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　　毎週水曜日

　淀江歴史民俗資料館
☎５６－３３１６

　鳥取県立博物館移動博物館
　「恐竜の世界」展
恐竜の全身骨格や頭骨の複製標本を展
示し、恐竜の進化の歴史を紹介します。
◆会期：21日（水）～12月４日（火）
※ 12月４日は臨時開館します
■開館時間　午前９時30分～午後６時
（入館は午後５時30分まで）
■今月の休館日
　毎週火曜日、5日、26日

◆特に記載のないものは参加自由・無料です。
　入館料が必要な場合もありますので、
　各施設までお問い合わせください。
◆翌月上旬までの催しを掲載しています。

　山陰歴史館
☎２２－７１６１

　第２回　歴史館コンサート
琴の演奏（ことの葉）と、はらだと
しこさんの詩

う た え

画とトーク。
９日（金）午後６時30分～午後８時
30分（開場午後６時）・玄関ホール
参加費500円（コーヒー、お菓子つき）
定員 60人・要前売券。当日券なし。
　民話のへや
　（共催：ほうき民話の会）
18日（日）午後１時30分～午後２時
20分・２階「いろりの間」・民話４話（に
せ本尊、大きな大根、しわすの大工、
感應寺の鐘）・民具ひとくち解説
　特別展 ｢戦国動乱期の伯耆

－その戦乱の跡をたどる－ ｣
戦国時代の伯耆の国の様子を、文献
史料・絵図・考古資料からたどります。
12日（月）まで
観覧料：一般 500（400）円
高校・大学生　300（200）円
※（　）内は 15人以上の団体料金
※中学生以下、70歳以上の方、障が
いのある方（介護者 1人含む）は無料
■開館時間　午前９時30分～午後６時
（入館は午後５時30分まで）
■今月の休館日
　毎週火曜日、5日、26日

   市立図書館
☎２２－２６１２

　つつじ読書会
12月１日（土）午後２時・特設文庫室
小
お だ

田島
しま

 雄
ゆ う し

志著（新日本出版社）「シェ
イクスピアの人間学」
　おはなし会
●８日・15 日・22 日・29 日（木）
　（協力：ほしのぎんか）
● 16日（金）（協力：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分・親子読
書コーナー・紙芝居や絵本の読み聞か

せ・わらべうた・パネルシアターなど
　伯耆文化研究会記念講演会
17日（土） 午後１時30分・大会議室
演題…「吉川家文書と戦国後期の伯
耆」・講師…日

ひ お き

置粂
く め ざ え も ん

左ヱ門さん
　古文書研究会
24日（土）午後１時30分・大会議室
「大山寺本院　西

さいらくいんようようざつろく

楽院要用雑録」－本
坊に而寺僧取扱い並びに諸政務の事－
講師…南

な ん ば

波睦
む つ と

人さん
　ビジネス支援
　●知的財産セミナー
21日 (水 )午後１時30分～午後５時・
大会議室・演題･･･「いつでも起こり
得る知財訴訟への対応術」・講師･･･
（社）発明協会鳥取県支部 特許情報活
用支援アドバイザー　村

むらかみ

上耕
こういち

一さん
　●特許情報相談会
27日（火）午前10時30分～午後４時・
特設文庫室
　ブックインとっとり 2007
全国各地の本の展示会。９日（金）～
13日（火） 開館時間内・大会議室
※12日（月）は休館日、13日（火）
　は午後４時まで
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜日、30日



新米子の文化財
米子市役所旧館（現米子市立山陰歴史館）　市指定有形文化財　

　昭和２年に市制を施行した米子市では、大正６年（1917）に建てられた木造の庁舎を引き続き使用していまし
たが、昭和４年（1929）、火事で焼失してしまいました。そのため翌昭和５年（1930）に市庁舎を新築しました。
その当時米子市は人口３万人でしたが、将来の人口を 10万人と想定して、本格的な市役所庁舎として建てられ
ました。設計は当時の庁舎設計の第一人者であった佐

さ と う

藤功
こういち

一で、日比谷公会堂や早稲田大学大
おおくま

隈講
こうどう

堂の設計者
として有名な人です。
　建物は近世ルネッサンス様式の鉄筋コンクリート３階建、平面は鍵の手形ですが、正面から見ると左右対称
の構成となっています。中央には車寄せがつけられ、上がバルコニーになっています。外壁は 1階が目地を入
れた人造石張り、２、３階が赤レンガ色の硬質タイル張りで重厚な外観となっています。窓は当初、スチール

製の左右開きの窓でしたが、上げ下げ窓に変えられていま
す。市内に現存する昭和初期の鉄筋建物としては、建築規
模や技術で最高のものです。建築後約80年が経ち、周りの
風景はすっかり変わりましたが、堂々とした姿は昔のまま
です。昭和57年（1982）まで米子市役所として使用され、以後、
米子市立山陰歴史館として利用されています。入館された
際は、展示と一緒に建物内部の様子もご覧になってくださ
い。 

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

水鳥公園からのたより

ハヤブサ

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／合同印刷株式会社

　水鳥公園にはさまざまな猛禽類がやってきますが、観察できるのは
主に秋から冬です。その中でハヤブサは、一年中観察できる貴重な猛
禽類です。
　ハヤブサが水鳥公園にやってくる目的は狩りです。水鳥公園のハヤ
ブサの獲物は、主にカモ類です。ハヤブサは、カラスよりやや小さい
くらいの体格ですが、自分とほとんど同じ体格の獲物を仕留める力強
い鳥です。ハヤブサの狩りはとても華麗です。ハヤブサといえば速く
飛ぶことで有名ですが、そのイメージどおり、ジェット戦闘機のよう
に高速で獲物を追跡して仕留めます。私が見た狩りの様子は、水面を
泳いでいたカモに背後から急接近し、後ろから引っ掛けるように捕獲
しました。ハヤブサは、カモをゴルフ練習場のフェンスの支柱先端まで運び、そこで食べていました。一瞬の出来事だっ
たので、捕られたカモは何が起こったのか分からなかったことでしょう。
　この狩りに成功したハヤブサですが、まだ安心はできません。早く食べてしまわないと、カラスやタカが獲物を横取り
しようと集まってくるのです。ハヤブサは、一口食べるごとに周囲を警戒しながら獲物を食べ、ハト胸になるくらいたっ
ぷり肉を食べると、どこかへ飛び去ります。残された獲物は、すぐにカラスやトビなどが見つけて、きれいに片付けます。
　ハヤブサはあまり体が大きくないので、体格に勝るトビやチュウヒなどのタカによく獲物を横取りされてしまいます。
生態系の頂点に立つハヤブサでも、自然界を生きていくのは大変そうです。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成19年10月 1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比
人口 151,341人 ( －39人)　男性 71,904人 ( ー24人)　女性 79,437人 ( ー15人)　世帯数 61,811世帯 (ー 8世帯)
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